
裏面あります休館日8.9月
＝休館日の本の返却はブックポストへ＝

お気軽にカウンターまで！

”調べもの”

お手伝いします8月2日･9日･16日･23日･30日

Yokote Library

横手市大町7-9
TEL：0182-32-2662
FAX：0182-32-5830

開館時間10：00～19：00
（土日祝日は18：00まで）

毎週水曜日/毎月月初めの平日（図書整理日）

わたしの第二書斎・横手

横手図書館にゅーす
2023.8.3発行

9月1日･6日･13日･20日･27日

送付はこちらから→

in 横手図書館送 り 盆 ナ イ ト

【対象】
小学生以下の子ども

【時間】
夕方４時から

水ふうせんつり

イベント １

横手図書館を撮影した写真を

募集中です！外観や館内を撮

影した写真をお送りください。

※お送りいただいた写真は館

内で随時掲示します。

【対象】

小学生以下の子ども

【時間】

① 夜7時から

② 夜８時から

ミニおはなし会
ちょっとだけこわい

イベント ２

横手図書館は明治36年に「平鹿郡立図書館」と

して開館し、今年９月に創立120周年を迎えます。

令和6年には横手駅前に新たな横手図書館がオー

プンする予定です。現在の場所で横手図書館と

してむかえる最後の夏まつり期間に「送り盆ナ

イトｉｎ横手図書館」を開催します。

横手図書館の魅力を、建物の内側・外側からど

うぞお楽しみください。

Photo by 髙橋 耕平さん

Photo by 髙橋 耕平さん

夜９時まで開館
8月15日（火）

台湾かき氷のお店

「しろゆきこまち」さんがやってくる！

キッチンカー
夕方４時から



探しています!!

大正12年４月、郡制の廃止に伴い平鹿郡立

図書館は「県立秋田図書館横手分館」と改称

しました。初代横手分館長は沼田平治という

人物です。沼田は県立横手高等女学校（横手

城南高等学校の前身）の校長も兼務しました。

女学校は図書館の場所からも近い位置

（現在の横手城南高等学

校グラウンドのあたり）

にあったことから、校長

と館長の兼務は好都合

だったことでしょう。

なお、沼田が校長兼館長

を務めたのは昭和６年ま

でで、この間、大正15年

には石坂洋次郎が横手

高等女学校に赴任して

います。(高本明博)

横手市内のことや、秋田県に関する
本を、図書館で収集しています。
お気軽にお問合せください。
  （℡32-2662:水曜休館）

横手図書館 History -since 1903-

沼田平治
（『雄物川町郷土史人物編』より）

Vol.3

横手市では、核兵器の廃絶と恒久平和の実現を目指
し、その輪を広げていくことを宣言した非核平和都
市宣言の理解をさらに深めることを目的に、標語コ
ンテストを実施しています。

パネルシアター

『イグアナレストラン』

大型絵本

『ありとすいか』 ほか

おはなし大すきの会のみなさん
８月20日(日)午前10時30分～

おはなし会

おはなしは、

第18回読書に関する作品コンクール

①文章部門…読書感想文・書評・エッセーなど

②短文部門…標語・短歌・短詩など

③絵画部門

…読書感想画・ポスター・絵手紙など

◆応募締切：11月2日（木）
※詳しくは、市内図書館にあります応募要項または

図書館ホームページをご覧ください。

作品募集開始

横手市立図書館主催

子どもから大人まで応募ができます。

幅広い作品のご応募をお待ちしております。

場所：図書館児童室

横手市内の図書館・図書室で本を借

りるとスタンプを１つ押します。

スタンプが３つ集まるとプチゴール、

6つ集まるとゴールです！ゴールした

方にはちょっとすてきなプレゼント

＆さらに抽選で図書カードが当たる

チャンスが！お好きな図書館に行っ

て、本を借りてくださいね。

7/25（火）11/12（日）

としょかんスタンプラリー

開催期間

吉永小百合がライフワーク
として続けてきた広島・長
崎の原爆詩の朗読。それら
の詩をまとめ、画家の男鹿
和雄がイラストを添えてい
ます。
78年前の悲劇を決して繰り
返してはならないと、改め
て決意させられる１冊です。

『第二楽章 ヒロシマの風 長崎から』
吉永小百合/編，男鹿和雄/画，徳間書店

令和5年度

横手市非核平和都市宣言標語コンテスト

◆最優秀賞◆

   伝え合う 平和の思い 海こえて
   長沼 陽斗さん（横手北中学校2年）

・・・終戦から78年・・・

◆優秀賞◆

   核の廃絶 平和な未来へ 希望の一歩
   及川 郁人さん（横手北中学校2年）

忘れない 被爆の怖さ 命の尊さ
福岡 澪さん（横手明峰中学校3年）

ヒロシマ・ナガサキの原爆投下の悲劇を知ること、
それが未来をつくる一歩へとつながる。


